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施政方針に対する質問 施政方針に対する質問

　　　　　　各会派から 各会派から 市長に質問市長に質問！！
　　小谷野剛市長が令和４年度の市政運営の基本的な小谷野剛市長が令和４年度の市政運営の基本的な
考えと重点施策の概要として述べた施政方針に対し考えと重点施策の概要として述べた施政方針に対し
て、各会派は文書で質問を行いました。その主な項目て、各会派は文書で質問を行いました。その主な項目
の要旨をお知らせします。の要旨をお知らせします。

「新たな産業基盤づくりとして、具体的な
土地利用計画や整備手法等を検討する」

とあるが、令和３年度の「中心市街地に近接する
入間川地区をはじめとする土地利用転換構想地
区の事業用地の確保に向けて取り組む」とあっ
た地区は含まれているのか。

テーマ 3 楽しめる健康高齢社会を

農業の振興については、農業用機械の購
入補助や灌

かんがい

漑施設の更新支援などが行わ
れているが、最も大きな課題は後継者の確保と
就農支援である。省力化や高生産性、高収益性を
確立して、魅力ある産業としての農業を推進し
ていく必要があるが、どうか。

手話言語条例制定に向けて取り組むとあ
るが、当事者を含め、市民の意見をどのよ

うに反映させるのか。

生涯学習活動について、コロナ禍におい
て大きな影響を受けたとあるが、大会の

中止などにより失われたスポーツの機会につい
て、機会や場の充実をどのように図られるのか。

堀兼地区で実証運行をするデマンドバス
の運行はどのようになるのか。実証運行

の成果をどのように計るのか。
地域の運営組織と交通事業者が連携し
て、運行ルートやバス停を設けず、利用者

の予約に応じて自宅と目的地をドアツードア方

狭山市ＤＸ（※2）基本方針について、「積極
的に推進する」とあるが、デジタル化によ

って、サービスの低下や職員の削減が行われな
いように、広く市民の意見を聞く考えは。

テーマ 4 市政運営をみんなの力で

市庁舎における防犯対策について、防
犯カメラの設置計画やモニタリングの

手法をどう考えているか。

「いるま地域明日の農業担い手育成塾」
での実践研修を通じて、後継者などの確

保を図り、新規就農者に対しては、農地確保の支
援と国の制度を活用した資金面の支援を図って
いくほか、ＩＣＴ（※1）技術を活用したスマート農
業の推進などを通じて支援していく。

検討する地区は、中心市街地に近接する
入間川地区、圏央道インターチェンジ周

辺地区、青柳・中新田地区などが含まれており、
その中で、産業系の土地利用転換を図る上で実
効性の高い、「圏央道インターチェンジ周辺地
区」は、具体的な計画などを検討し、地元権利者
との合意形成に向けて取り組んでいく。

狭山市手話言語条例検討委員会において
意見交換などを行うとともに、パブリッ

クコメント制度により市民の意見を反映させ、
条例案を策定していく。

市が主催する事業については、開閉会式
の簡略化、検温チェックリストの提出、

消毒の徹底などの対策を講じながら可能な限り
開催しており、今後も対策を徹底しながら機会
や場の充実に努めていく。
式で運行する。実証運行については、運行実績や
運賃などの収支状況を検証、分析し、利用者への
アンケート調査を実施することにより、事業の
成果を確認しながら、必要に応じて、運行内容の
変更や利用促進に取り組んでいく。

現在、庁舎出入口に４台、福祉フロアに
６台設置しており、新たに24台を庁舎内

の各フロアに設置する。24時間録画し、必要に
応じて録画データを確認することとなる。

ＡＩ（※3）やＲＰＡ（※4）などの技術を取り入
れて、業務の効率化を図り、人的資源を職

員でなければできない業務に割り振ることで、
市民サービスの向上に努める。また、市民の意見
については、日常業務の中で把握に努めていく。

感染状況の変化にあわせて、柔軟かつ速
やかに対応できるよう支援を行うとあ

るが、具体的内容は。

新型コロナウイルス対策

親元同居・近居支援補助制度において
は、令和３年度に「一層の活用を促進し

て」と示しながら、補助金を減額している。今年
度も「制度の利用を促進する」とあるが、どのよ
うに促進するのか。

テーマ 1 若い世代を増やす

テーマ 2 まちと産業に活力を

小・中学校の児童生徒に１人１台の端末
が整備されたが、家庭におけるオンライ

ン環境の整備促進、指導・支援体制の強化、学び
の機会と質の保障をどう行うか。

インターネット環境がない家庭でもオ
ンライン学習ができるよう、モバイルル
入間川地区に学童保育室を民間で開設す
るというが、開設時期、開設場所、定員は。

狭山工業団地拡張地区等に立地した企
業６社のうち既に３社が操業開始して

いるとのことだが、周辺地域としての課題に対
する対応は。

企業の操業により従業員の通勤や物品
等の搬出入にかかる周辺道路への交通

量の増加が想定されるが、当該地区における基

入曽地区子育て支援拠点施設等整備事
業や民間の保育所整備の支援などを通

じて仕事と子育ての両立を支援し、若い世代の
転入を促すとともに、広く周知することなどに
より、制度の利用を促進していく。

県、狭山保健所、狭山市医師会、市内病院
や消防署、ダイア５市などと情報共有を

行い、スピード感を持って取り組んでいく。

ーターの貸出の準備を進めている。また、教職員
のオンライン学習に係る研修や学校間の実践事
例の共有を図ることにより、指導・支援体制を強
化し、学びを止めないために、オンライン授業と
動画配信により、児童生徒の学びの機会と質の
保障に努めていく。

夏休みを目途に、入間川七夕通り商店街
内に、定員20名の学童保育室を開設する

予定である。

盤整備の中で、渋滞対策として主要な交差点に
右折帯の設置などを行うとともに、令和４年度
には、都市計画道路笹井柏原線が県道堀兼根岸
線から国道407号まで全線開通する予定である
ことから、操業による周辺地域への影響は少な
いものと考えている。

地域公共交通については、市内の公共交
通の適正化に資する地域公共交通計画の

策定に取り組むとのことだが、公共交通の適正
化とはどのようなことか。また、計画の重要性と
位置づけは。

地域がまもり・育てる、持続可能な交通
手段として、市民が日常的に利用しやす

い移動手段となることを目指している。地域公
共交通計画は、これらを実現するための基本的
な指針として、第４次総合計画や都市計画マス
タープランとの整合、連携を図り策定していく。

入曽駅周辺整備事業について、住民理解
の促進のため、周知のあり方について示

されたい。また、バス路線新設の有無を含め、ど
れほどの利便性の向上を目指しているのか。

広報さやま、市公式ホームページや入曽
まちづくりだよりに掲載するとともに、

動画やポスターなどを作成し周知を図ってい
く。また、商業施設の誘致や、新たな自由通路の
整備などによって地域住民の利便性が向上する
ことが見込まれる。事業完了後、公共交通事業者
による新設路線の整備など、地域住民の利便性
を向上させる取り組みを期待している。
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３
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Ｐ
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ョ
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Ｃ
Ｔ
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ョ
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ョ
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ロ
ジ
ー
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略
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議案質疑議案質疑

パルスオキシメーターの貸し出し

自宅療養者への食料支援

●�

狭
山
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例《
可
決
》

●�

狭
山
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則《
可
決
》

　

提
出
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会

◆
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

Ｑ　

消
防
団
員
の
処
遇
の
改
善

を
図
る
た
め
、国
よ
り
非
常
勤

消
防
団
員
の
年
間
の
報
酬
等
の

基
準
が
示
さ
れ
、ま
た
新
た
に

出
動
報
酬
を
定
め
る
と
の
こ
と

だ
が
、そ
の
背
景
は
。

Ａ　

全
国
の
消
防
団
員
数
が
３

年
連
続
で
１
万
人
以
上
減
少
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、国
は

対
策
を
検
討
す
る
た
め
、処
遇

に
関
す
る
検
討
会
を
発
足
さ
せ

た
。ま
た
、こ
れ
と
併
せ
て
実
施

し
た
処
遇
等
に
関
す
る
実
態
調

査
で
は
、近
年
災
害
が
激
甚
化
、

多
様
化
す
る
中
で
、団
員
の
長

時
間
に
わ
た
る
災
害
活
動
に
対

す
る
報
酬
体
系
に
な
っ
て
い
な

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会（
３
月
定
例
会
）で
は
、令
和
４
年
度
予
算
な
ど
、28
議
案
が

市
長
か
ら
、ま
た
、議
員
提
出
議
案
１
議
案
と
委
員
会
提
出
議
案
２
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意

し
ま
し
た
。 

（
採
決
の
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
）

い
。加
え
て
、出
動
手
当
を
報
酬

と
位
置
づ
け
て
い
る
団
体
や
費

用
弁
償
と
し
つ
つ
も
実
態
は
報

酬
と
同
様
の
考
え
方
を
し
て
い

る
団
体
も
相
当
数
あ
る
こ
と
も

判
明
し
た
た
め
、国
か
ら
報
酬

等
の
基
準
が
示
さ
れ
、出
勤
手

当
に
つ
い
て
は
、こ
れ
を
見
直

し
た
も
の
で
あ
る
。

◆
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付

　

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

Ｑ　

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸

付
事
業
の
概
要
と
利
用
状
況
、

並
び
に
廃
止
に
至
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

高
齢
者
の
居
住
環
境
の
改

善
と
良
好
な
家
族
関
係
の
維
持

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

高
齢
者
の
専
用
居
室
な
ど
の
増

改
築
資
金
に
つ
い
て
２
０
０
万

円
を
限
度
に
無
利
子
で
貸
付
け

る
も
の
で
あ
る
が
、昭
和
53
年

に
本
事
業
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、

平
成
19
年
度
に
１
件
の
利
用
が

あ
っ
た
ほ
か
、現
在
に
至
る
ま

で
14
年
間
利
用
が
な
い
状
況
で

あ
る
。平
成
12
年
に
創
設
さ
れ

た
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
住
宅

改
修
費
の
給
付
や
在
宅
高
齢
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
本
事
業
に
代

わ
り
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

ま
た
、高
齢
者
住
宅
の
普
及
や

老
人
福
祉
施
設
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、本
事
業
の
ニ
ー
ズ
は
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の

役
割
を
終
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

◆
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
10
号
）

Ｑ　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
の
支

給
対
象
世
帯
数
は
。

Ａ　

令
和
３
年
12
月
10
日
現

３月定例会
２月22日～３月17日

在
、狭
山
市
に
住
民
票
が
あ
る

方
で
世
帯
全
員
が
令
和
３
年
度

の
住
民
税
均
等
割
が
課
さ
れ
て

い
な
い
１
万
５
３
６
０
世
帯
、

も
し
く
は
、３
年
１
月
以
降
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
、非

課
税
世
帯
と
同
様
の
状
況
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
２
１
４
０
世

帯
、合
計
で
１
万
７
５
０
０
世

帯
を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
一
般
会
計

歳
出

Ｑ　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
方

法
と
登
録
方
法
は
。

Ａ　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
エ

リ
ア
は
、堀
兼
地
区
と
近
接
す

る
複
合
商
業
施
設
、最
寄
り
の

新
狭
山
駅
と
入
曽
駅
、路
線
バ

ス
と
の
交
通
結
節
点
と
な
る
狭

山
台
団
地
バ
ス
停
留
所
の
４
か

所
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、運
行
日
及
び
運
行
時

間
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
８

時
か
ら
16
時
ま
で
と
し
、利
用

料
金
は
地
区
内
は
１
人
１
回

３
０
０
円
と
し
て
い
る
。な
お
、

利
用
に
当
た
っ
て
は
、あ
ら
か

じ
め
利
用
者
登
録
を
行
っ
た
上

で
、利
用
日
の
１
週
間
前
か
ら

出
発
時
刻
の
１
時
間
前
ま
で
の

間
に
、利
用
日
時
や
乗
車
場
所

と
目
的
地
、乗
車
人
数
な
ど
を

事
前
に
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。

Ｑ　

新
設
さ
れ
る
市
民
相
談
課

の
体
制
は
。

Ａ　

本
庁
舎
2
階
に
執
務
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
て
、市
民
か
ら
の

相
談
全
般
に
つ
い
て
、関
係
機

関
と
の
連
携
及
び
調
整
を
図
る

と
と
も
に
、性
的
少
数
者
と
の

共
生
や
、犯
罪
被
害
者
の
支
援

に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
業
務
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
や
食
料
支
援

の
実
績
は
。

Ａ　

支
援
を
始
め
た
令
和
３
年

８
月
か
ら
４
年
２
月
24
日
時
点

ま
で
で
は
、食
料
品
や
日
用
品

を
支
援
す
る
日
常
生
活
支
援
で

は
、配
送
回
数
が
７
０
５
回
で
、

１
箱
に
２
食
分
程
度
の
食
料
な

ど
を
梱
包
し
た
段
ボ
ー
ル
箱
を

１
７
１
４
箱
配
送
し
た
。ま
た
、

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸

出
し
は
１
３
７
６
個
、酸
素
濃

縮
器
の
貸
出
し
が
16
台
、帰
宅

困
難
者
な
ど
の
搬
送
支
援
は
11

件
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

不
妊
治
療
が
保
険
適
用
と

な
る
こ
と
に
よ
る
変
更
点
は
。

Ａ　

報
道
で
は
、不
妊
治
療
に

つ
い
て
、人
工
授
精
や
体
外
受

精
等
が
保
険
適
用
と
な
り
、適

用
と
な
っ
た
治
療
は
令
和
４
年

４
月
か
ら
自
己
負
担
が
原
則
３

割
に
な
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
、現
時
点
で
は
、国
や
県
か
ら

正
式
な
通
知
は
発
せ
ら
れ
て
い

な
い
。正
確
な
情
報
が
入
り
次

第
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
の
開
始
に
伴
い
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、地

域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
及

び
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の

３
つ
の
事
業
が
特
別
会
計
か
ら

一
般
会
計
に
組
み
替
え
ら
れ
る

が
、ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

Ａ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
利
用
者
の
窓
口
は

変
わ
ら
な
い
が
、相
談
者
が
複

合
的
な
課
題
を
抱
え
る
場
合
に

お
い
て
は
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

室
に
支
援
を
依
頼
し
、重
層
的

な
支
援
会
議
に
つ
な
げ
る
な

ど
、包
括
的
な
支
援
が
可
能
と

な
る
。

　

ま
た
、地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業
費
及
び
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
費
で
は
、い
き
い

き
百
歳
体
操
並
び
に
第
一
層
及

び
第
二
層
の
活
動
も
継
続
さ
れ

る
と
と
も
に
、今
後
は
介
護
、障

が
い
、子
育
て
、生
活
困
窮
の
支

援
の
取
り
組
み
を
一
体
的
に
実

施
す
る
こ
と
で
、属
性
に
か
か

わ
ら
ず
課
題
解
決
が
可
能
と
な

る
。

主
な
議
案
審
議

議
案
の
要
旨

　

行
政
組
織
条
例
の
改
正
に

伴
い
、常
任
委
員
会
の
所
管
に

関
す
る
規
定
を
改
め
る
も
の
。

令
和
４
年
度
予
算

歳
入
歳
出

 

４
８
２
億
２
０
０
０
万
円

●
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ

　

イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
抗
議
し
、

　

日
本
政
府
へ
厳
格
か
つ
迅
速

　

な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
の

　

提
出
に
つ
い
て

 
《
可
決
》

　

提
出
議
員　
　

三
浦　

和
也

議
案
の
要
旨

　

一
般
質
問
の
機
会
が
な
い

場
合
に
、文
書
に
よ
る
質
問

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定

を
新
た
に
設
け
る
も
の
。

議
員
提
出
議
案

委
員
会
提
出
議
案

　
　
　
　

令
和
４
年
度
予
算
が
成
立

　
　
　
　

令
和
４
年
度
予
算
が
成
立

安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に

安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に
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採決の結果

議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

公明党 はつらつ創造 改進 日本共産党 自由民主党 新政みらい 市民派無所属

広
山
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
西
塚
金
子
大
島
中
村
笹
本
福
田
三
浦
太
田
衣
川
大
沢
猪
股
千
葉
新
良
田
村
土
方
内
藤
田
中
高
橋

17 令和３年度狭山市一般会計補正予算
（第１２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 令和４年度狭山市一般会計予算 ○ ○ ○ ○
討 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

討 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

22 令和4年度狭山市国民健康保険特
別会計予算　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

討 × ○ ○ ○ ○ ○ × ×
討

24 令和４年度狭山市後期高齢者医療特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

討 × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

27 狭山市教育委員会教育長の任命につ
いて ○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆賛否が分かれた議案　　　○…賛成、×…反対、退…退場、討…討論者、議長は採決に参加しません

◆全員が賛成した議案
市長提出議案／承認（専決処分）一般会計補正予算（第９号、第10号、第11号）　人事固
定資産評価審査委員会委員の選任（室岡和俊氏）、人権擁護委員候補者の推薦（磯部靜
夫氏）　条例の廃止高齢者住宅整備資金貸付条例　条例の一部改正行政手続におけ
る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例、公益的法人等への職員の派遣等に関する条
例、公平委員会設置条例、公平委員会委員の服務の宣誓に関する条例、職員の服務の
宣誓に関する条例、職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例、職員の育児休業等
に関する条例、地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例、消防団条例　規
約変更埼玉県市町村総合事務組合　補正予算一般会計（第13号）、国民健康保険（第２号）、介護保険

（第２号）、後期高齢者医療（第２号）　特別会計予算介護保険　企業会計予算水道事業、下水道事業
委員会提出議案／狭山市議会委員会条例の一部を改正する条例、狭山市議会会議規則の一部を改正する規則
議員提出議案／ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に抗議し、日本政府へ厳格かつ迅速な対応
を求める意見書の提出について

議案に賛 成･反 対します討
論 令和４年度 一般会計予算

賛成討論（要旨）▲

歳入は、コロナ禍の影響が懸念される中、市
税が前年より８億円以上増額、財政調整基金
等からは10 億円以上を繰り入れ、後年度の財
政負担を考慮した予算　

▲

自宅療養者にパル
スオキシメーターの貸与や生活必需品の配送
支援等を行う予算を確保　

▲

子どもの医療費
窓口負担無料を県内の医療機関に拡大　

▲

母
子家庭等自立支援事業費の拡大　

▲

母子父子
自立支援員の増員により、養育費の未払い問
題解決に期待　

▲

消防団の処遇改善となる事
業費を拡大　

▲

堀兼地区のデマンドバス実証
運行事業費の開始　

▲

太陽光発電システムの
導入補助を事業者へも拡大　

▲

デジタルデバ
イドの基本的な使い方を学習する講座を計画▲

自治体活動支援のためのコミュニティ推進
事業費の確保

反対討論（要旨）▲

コロナ禍の中、市民と中小事業者の暮らし
と営業を守る市政を求め、指摘します　

▲

個
人番号カードを利用したくない方にはその選
択肢を引き続き用意すること　

▲

自治会に委
譲している多種多様な業務について今後、検
討すべき　

▲
生活保護は憲法に規定された国

民の権利。必要な方が利用できるよう、周知を▲

県道入曽停車場線の渋滞の原因は、送迎車
両の多さではなく、通り抜け車両が多いこと。
東西自由通路と橋上駅舎では解決できない。
歩行者優先道路にすべき。同事業について、住
民が堂々とものが言える説明会の開催を　

▲

奨学金貸与制度に所得要件と成績要件をつけ
ることをやめて、元に戻すべき　

▲

学校給食
費の早急な公会計化を

教育長
滝嶋　正司氏

安心・安全、そして活力ある狭山市を目指して

　
総
務
経
済
委
員
会
で
は
、令

和
４
年
１
月
25
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
狭
山
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
以
後
サ
ヤ

ビ
ズ
）と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
サ
ヤ
ビ
ズ
は
開
設
３
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。令
和
３
年
２
月

か
ら
は
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
加
わ
り
、相

談
件
数
は
、令
和
４
年
３
月
に

累
計
４
千
件
を
越
え
、新
規
相

談
も
１
か
月
待
ち
と
な
っ
て
い

る
な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

よ
り
支
援
が
必
要
と
な
る
事
業

者
も
含
め
、狭
山
市
に
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、最
初
に
、

サ
ヤ
ビ
ズ
か
ら
事
業
の
概
要
や

事
例
紹
介
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、次
に
指
定
管
理
者
で
あ
る

商
工
会
議
所
か
ら
、他
事
業
と

の
連
携
状
況
を
聞
き
、そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。意

見
交
換
後
、サ
ヤ
ビ
ズ
か
ら
は
、

ど
ん
な
分
野
で
も
相
談
に
来
て

欲
し
い
、と
の
意
欲
的
な
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
、委
員
長
か
ら
は
、

産
業
活
性
化
の
た
め
に
、市
民

へ
サ
ヤ
ビ
ズ
の

さ
ら
な
る
周
知

を
し
て
い
き
た

い
、と
の
話
で

締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
で
は
総
務
経

済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
９
件

の
議
案
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
不
妊
治
療
の
た
め
に
、休
暇

を
と
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
条

例
改
正
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
消
防
団
員
の
待
遇
改

善
と
、市
と
し
て
今
後
検
討
す

べ
き
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
を
実
施

主
な
議
案
審
査

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
予
算
の

状
況
、市
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
し
て
、重
点
的
に
審
査
が

な
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、デ
ジ
タ

ル
化
の
内
容
に
つ
い
て
は
、委

託
料
や
シ
ス
テ
ム
使
用
料
、通

信
回
線
料
な
ど
、増
加
し
つ
つ

あ
る
費
用
に
つ
い
て
、詳
細
内

容
や
、有
効
性
、必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
多
く
の
質
疑
、意
見
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

狭
山
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

狭
山
市
消
防
団
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
度
狭
山
市
一
般

会
計
予
算

オンラインによるサヤビズとの意見交換会のようす

　　　　　　総務経済委員会活動報告総務経済委員会活動報告

　
３
月
10
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、「
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い

て
」の
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
調
査
事

項
の
確
認
の
後
、委
員
会
の
方

針
と
し
て
、ま
ず
は
議
員
同
士
、

議
員
と
職
員
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
に
関
す
る
条
例
制
定

に
向
け
て
、検
討
を
す
る
こ
と

に
決
定
い

た
し
ま
し

た
。 所

管
事
務
調
査

 ◆令和３年度 一 般 会 計 予 算
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令
和
３
年
７
月
よ
り「
狭
山

市
立
小
・
中
学
校
の
規
模
と
配

置
の
適
正
化
」を
基
軸
に
閉
会

中
の
特
定
事
件
調
査
や
委
員
間

討
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
１
月
14
日
に
閉

会
中
の
特
定
事
件
調
査
と
し

て
、
３
月
３
日
に
所
管
事
務
調

査
と
し
て
委
員
会
を
開
催
し
、

小
・
中
学
校
の
規
模
と
配
置
の

適
正
化
に
関
す
る
提
言
内
容
を

決
定
し
、
同
月
４
日
に
教
育
委

員
会
に
次
の
よ
う
な
提
言
書
を

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

考
え
方
１　

～
未
来
か
ら
逆
算

す
る
思
考
法
も
持
つ
～

　

児
童
・
生
徒
数
の
推
計
や
学

校
施
設
の
現
状
か
ら
目
標
を
積

み
上
げ
て
い
く
従
来
の
考
え
方

を
持
ち
な
が
ら
も
、
未
来
に
目

標
を
設
定
し
て
、
そ
こ
か
ら
振

り
返
っ
て
現
在
す
べ
き
こ
と
を

考
え
る
、
未
来
か
ら
逆
算
す
る

思
考
法「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
」の
思
考
も
持
ち
、
児
童
・

生
徒
が
理
想
的
な
教
育
環
境
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

中
長
期
的
か
つ
複
合
的
、
全
体

的
な
視
点
で
施
策
を
進
め
ら
れ

た
い
。

考
え
方
２　

～
規
模
と
配
置
の

適
正
化
イ
コ
ー
ル
統
廃
合
で
は

な
い
～

　

学
校
の
規
模
と
配
置
の
適
正

化
の
目
的
は
、
児
童
・
生
徒
が

健
全
に
育
つ
教
育
環
境
を
確
保

す
る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
る
も

の
で
あ
り
、
学
校
の
統
廃
合
や

廃
校
を
前
提
と
し
て
進
め
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
常
に
意
識

さ
れ
た
い
。

個
別
の
施
策
目
標

『
未
来
に
向
け
た
狭
山
市
の
学

校
環
境
』

①
市
全
体
を
捉
え
た
学
区
の
見

　

直
し
を

●
少
子
化
や
人
口
の
社
会
増
減

の
状
況
、
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

や
総
合
戦
略
、
ま
ち
づ
く
り
施

策
の
展
開
な
ど
、
児
童
・
生
徒

を
取
り
巻
く
人
口
の
動
き
や
変

化
に
つ
い
て
注
視
さ
れ
た
い
。

●
小
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
適

正
規
模
と
配
置
に
つ
い
て
改
め

て
精
査
を
行
い
、
全
市
的
な
学

区
の
再
編
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

●
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
ど
の

学
校
も
一
定
規
模
の
生
徒
数
と

な
る
よ
う
な
学
区
と
な
る
よ
う

に
配
慮
さ
れ
た
い
。

●
学
区
の
変
更
及
び
学
校
統
廃

合
等
を
進
め
る
と
き
に
は
、
保

護
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
か
ら

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

十
分
な
周
知
期
間
を
設
け
て
丁

寧
な
対
応
を
心
が
け
ら
れ
た
い
。

②
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
を

●
デ
ジ
タ
ル
化
や
感
染
症
対
策

に
対
応
し
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
空
間
を
十
分
に
確
保
さ
れ
た

い
。（
机
を
大
き
く
す
る
、
教
室

を
広
く
す
る
、な
ど
）

●
昭
和
に
建
て
ら
れ
た
学
校
を

令
和
以
降
に
も
使
用
す
る
た
め

に
は
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
で

あ
る
。
施
設
の
長
寿
命
化
が
基

本
で
あ
っ
て
も
、
状
況
に
応
じ

て
新
し
い
学
校
へ
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

狭山市における学校教育の明るい未来のために

議
案
審
査

向野前教育長（左）に提言書を渡す三浦委員長（中）、綿貫副委員長（右）

　

建
設
環
境
委
員
会
で
は
、令

和
４
年
２
月
10
日
に「
公
園
整

備
に
つ
い
て
」に
関
し
、「
智
光

山
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
拡
張
整
備

事
業
及
び
こ
ど
も
動
物
園
鳥
飼

育
舎
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
な

ど
に
つ
い
て
」の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

智
光
山
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

拡
張
整
備
事
業

　

智
光
山
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
整
備
の
工

事
は
、Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
、電
気
、ガ

ス
、上
下
水
道
を
は
じ
め
、ソ
ロ

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
、シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
、炊
事
場
な
ど
、全
て
の

工
事
が
完
了
し
て

い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

こ
ど
も
動
物
園
鳥
飼
育
舎

整
備
事
業

　

狭
山
市
立
智
光
山
公
園
こ
ど

も
動
物
園
鳥
飼
育
舎
新
築
工
事

は
完
了
し
て
お
り
、ヨ
ウ
ム（
オ

ウ
ム
目も

く

イ
ン
コ
科
の
鳥
類
）の

一
般
公
開
に
向
け
、準
備
中
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

市民が安心して暮らせる狭山市のために

市職員による説明のようす

閉
会
中
特
定
事
件

令
和
３
年
度
の
所
管
事
務
調
査
を
振
り
返
る（
６
月
～
３
月
）

水
道
事
業
の
危
機
管
理
体
制

　

大
規
模
な
災
害
に
よ
る
職

員
、
庁
舎
、
設
備
な
ど
へ
の
相

当
の
被
害
を
想
定
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
確
保
の
た
め
優
先
実
施

業
務
を
中
断
せ
ず
、
優
先
度
に

沿
っ
て
復
旧
作
業
や
通
常
業
務

を
行
う
た
め
に
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お　

け
る
入
曽
駅
橋
上
駅
舎
及
び　

東
西
自
由
通
路
の
進
捗
状
況

　

事
業
の
基
本
設
計
の
進
捗
状

況
は
、「
基
本
設
計
そ
の
２
」の

実
施
に
よ
る「
橋
上
駅
舎
及
び

東
西
自
由
通
路
」の
概
算
工
事

費
の
算
出
に
よ
り
、
事
業
費
が

当
初
の
想
定
を
超
過
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
、
現
状
と
今
後

の
予
定
を
調
査
し
ま
し
た
。

不
老
川
雨
水
管
整
備
事
業
の　

進
捗
状
況

　

埼
玉
県
で
は
平
成
29
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
ま
で「
不
老
川

床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事

業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
市
で

は
入
曽
駅
周
辺
の
浸
水
被
害
軽

減
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

「
不
老
川
雨
水
管
整
備
事
業
」

を
調
査
し
ま
し
た
。

第
３
次
環
境
基
本
計
画
の

進
捗
状
況

　

第
２
次
狭
山
市
環
境
基
本
計

画
が
令
和
３
年
度
に
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、市
の
環
境
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏

ま
え
て
、第
３
次
狭
山
市
環
境

基
本
計
画
の
策
定
内
容
と
そ
の

進
捗
を
調
査
し
ま
し
た
。

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
の

進
捗
状
況

　

駅
前
広
場
道
路
整
備
、複
合

商
業
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
調

査
し
、橋
上
駅
舎
及
び
東
西
自

由
通
路
整
備
な
ど
に
つ
い
て

は
、再
度
、進
捗
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
。

狭
山
市
笹
井
地
区
に
お
け
る　

地
下
水
の
環
境
基
準
超
過

　

地
下
水
調
査
の
経
緯
、継
続

監
視
調
査
、汚
染
井
戸
周
辺
地

区
調
査
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
対

応
や
経
緯
、今
後
の
対
応
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

智光山公園キャンプ場の視察

　　　　　　文教厚生委員会活動報告文教厚生委員会活動報告　　　　　　建設環境委員会活動報告建設環境委員会活動報告

小
・
中
学
校
の
規
模
と
配
置
の
適
正
化
等
へ
の
提
言
を
提
出

狭
山
市
の
学
校
教
育
の
未
来

に
向
け
た
提
言（
小
・
中
学

校
の
規
模
と
配
置
の
適
正
化

等
へ
の
提
言
）の
概
要

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、令

和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
、国

民
健
康
保
険
、介
護
保
険
、後
期

高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
予

算
な
ど
、委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
11
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
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こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

一　般　質　問そこが聞きたい!! 　　  一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡３月定例会では､11名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡

録画配信の
２次元コード

総合政策部長 ①５年間の累計は、自然増減が
3,526人の減、社会増減が638人の増となっている。
②人口増加に向けた施策は、様々な視点から横
断的に取り組む必要があることから、移住・定住
促進事業をはじめ、入曽地区子育て支援拠点施
設等整備事業や入曽駅周辺整備事業など、各種
施策を着実に推進し、本市の魅力を高めること
が重要と考えている。

録画配信の
２次元コード

◆移住・定住の促進事業について
　「親元同居・近居支援補助制度」及び「若い世代
の住宅取得支援補助制度」の転入実績は。
総合政策部長 親元同居・近居支援補助制度の交
付決定件数は247件。転入者数は761人となって
いる。若い世代の住宅取得支援補助制度の交付
決定件数は316件。このうち、市外からの転入世
帯は133世帯で、転入者は389名、市内転居は183
世帯、610名となっている。

◆人口増減の要因と人口増加施策について
①平成29年以降の人口の自然増減及び社会増減
の状況は。
②人口の増減状況を踏まえた新たな人口増加施
策の検討状況は。

内藤　光雄（新政みらい）
若い世代を増やして、人口減少に歯止めを！

録画配信の
２次元コード

◆狭山市の０歳から４歳の人口について
　狭山市の０歳から４歳の人口等の減少傾向に
大きな変化が見られない現状を、どのように捉
えているか。
総合政策部長 少子化の要因としては、未婚化や
晩婚化、仕事と家庭の両立の難しさによる出生
率の低下など、様々な要因があり、保育施設の
整備や子育て世帯への支援とともに、若い世代
の移住・定住を促進
することなどによっ
て、出生率の改善や
子育て世帯の人口減
少の抑制につなげて
いく必要があると捉
えている。

◆入曽地区における若い世代向けの住宅用地整備
　入曽地区子育て支援拠点施設等整備事業にお
いて「若い世代向けの住宅用地の整備」を行う
が、進捗状況は。
福祉こども部長 住宅用地として活用する土地
の一部には、特定防衛施設周辺整備調整交付金
を受けて取得した土地が含まれており、防衛省
との協議を進め、財産処分について方向性を決
定した。現在は、この財産処分に関する事務のほ
か、住宅用地を整備し、販売する民間事業者の公
募に係る事務を進めている。

◆生活保護のしおりについて
　生活保護のしおりを、市公式ホームページに
掲載するべきでは。
　　　　　　　 今後、狭山市公式ホームページ
に生活保護のしおりを掲載することについて検
討していく。

若い世代向けの施策を、もっと大胆に行ってほしい
三浦　和也（改進）

人
口
増
加
で

　
　
地
域
社
会
の
活
力
ア
ッ
プ

録画配信の
２次元コード

◆オンライン授業のための環境確保を
①年明けからの市内小中学校での学級閉鎖の状
況、オンライン授業の実践状況、それをふまえ
た必要なデータ容量は。
②オンライン授業のための機器は、通信費も含
めて、希望者には無償で貸し出す必要があるの
ではないか。
学校教育部長 ①学級閉鎖などを行った学校は、
２月21日時点で19校あり、オンライン授業や
出席確認を行った学校は13校である。オンラ
イン授業を１か月間に１日３時間を20日間程
度行うと想定した際のデータ容量については、
20ギガバイト程度、通常の家庭学習を行うため
のアクセスなどについては、１か月で３ギガバ
イトから５ギガバイト程度が必要になる。

②通信機器は無償で貸し出すこととしており、
通信回線料については、各家庭にご負担をお願
いするものとしている。

◆「サピオ稲荷山の活用」について
　コロナ禍における市民の健康状況について、
市としてどのような見解か。サピオ稲荷山を狭
山市民の健康づくりの拠点として改めて位置づ
け、介護や疾病予防、フレイル対策などを系統
的に行っていくことについての見解は。
　　　　　　 健康二次被害が懸念されること
から、疾病予防
やフレイル対策
についても、特
定健診や介護予
防の促進などと
あわせ、進めて
いきたい。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
連
合
会
の
案
内

オンライン授業のための環境確保を／サピオ稲荷山の活用
大沢　えみ子（日本共産党）

長寿健康部長

その他のテーマ ▼ケア労働者の処遇改善

福祉こども部長

その他のテーマ ▼こども支援部創設について

◆自殺と公務災害の関連性について
　死亡による遺族補償の対象となるケースは１
件だが、地方公務員災害補償基金の不開示情報
に該当するため答弁は控えるとの答弁であった。
また、公務災害の見舞金700万円は、死亡見舞
金を支給したとの答弁であった。平成29年の
事件が、令和２年度に公務災害の認定をされた
ものと察するが、市として、自殺と公務災害の
関連性をどのように捉えているのか。
　　　　 地方公務員災害補償基金による公務
災害の認定は、その理由が明示されておらず、
関連性をどう判断したのか分かりかねるが、職
員が亡くなった事実については、市として厳粛
に受け止めており、再発防止に向けて取り組ん
でいるところである。

◆ 公務災害の認定の中でも死亡事件は重大な災
害であると認識

　現在、市が実施している再発防止策だけで、
十分な効果が期待できていると考えているのか。
 　　　　 職員のメンタルサポートなど、様々
な再発防止策に取り組んでいる。なお、現在の
行政を取り巻く厳しい環境は、職員の心身に対
する新たな負担が生じる可能性もあることから、
今後も適切な対策を検討し実施していく。

市長に再発防止策の徹底を要望
金子　広和（はつらつ創造）

総務部長

総務部長

職
員
の
心
身
、

　
　
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
を
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こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

そこが聞きたい!! 　　  一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡３月定例会では､11名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡

一　般　質　問

　　　　　　 ①令和元年９月に狭山消防署か
らの照会を受け、許可時の図面と現状が異なっ
ていることを確認した。現地調査を行い、違反が
確認されたため、是正指導を行った。
②令和３年10月７日に施設移転の意思が確認
されたことから、是正の方向に向かっていると
判断した。
　　　　　　 ③土地売買契約の締結は旧中央
公民館等跡地利活用基本方針において公表した
スケジュールに従って行ったものである。優先
交渉事業者の代表者が代表取締役を務める他の
企業に関する資料は本事業所管課には保存され
ていない。

都市建設部長

総合政策部長

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

◆調整区域内工場の違法増築についての見解は
①同工場は確認申請の約２倍の面積に増築して
いるが、この事実を知った日はいつで、どのよう
な措置をとったのか。
②関係者から是正指導する意思を誰がどのよう
に確認したか。
③中央公民館跡地事業の契約事業者の代表者が
代表取締役在職時に無許可で違法増築した。令
和元年から是正指導したとするが未だに是正
されていない。市が優先交渉権者として公表し
たのが平成28年12月28日、違法建築の別会社の
代表者が妻名義に平成29年１月１日に変更し
ている。狭山市との土地売買契約が２月27日で、
あまりにもタイミングが良すぎないか。

◆事業者支援の状況と今後の支援は
　新型コロナウイルス感染症第６波の中、市内
事業者むけに「コロナに負けない！さやまの事
業者応援金」第１弾と第２弾を給付したが支給
状況とさらなる支援は。
環境経済部長 第１弾は令和２年５月から８
月までの期間で2,686事業者に２億6,860万円
を、第２弾は令和３年２月から４月までの期間
で2,665事業者に２億6,650万円を、合計で延べ
5,351事業者に５億3,510万円を支給した。現在、
国は新たな支援策として「事業者復活支援金」の
受付を始めたが、今後は、コロナ後において事業
者が事業を安定的に継続していくための支援が
必要となることから、引き続き狭山市ビジネス
サポートセンターや商工会議所と連携し、相談

◆市教委と学校の連携不足は早急に改善を！
　学級閉鎖などが多発したが、全校でオンライ
ン授業の対応をすべきだったと考えているか。
学校教育部長 コロナ禍であっても学びを止め
ず、規則正しい生活習慣の維持や自宅での学習
を進めるために、情報端末を活用した学習指導
について、感染症の状況に応じて積極的に推進
していくことが重要であると考えている。

◆対面に相当する学びが期待できるオンライン学習
　今後、オンライン学習の取り組みが市内の全
小中学校で実施できる体制が整うのはいつか。
学校教育部長 平常時から学級閉鎖などに備え
たオンライン学習ができるよう環境整備を行っ
ており、Ｗｉ－Ｆｉ環境のない家庭に対しても

体制のさらなる充実を図っていく。

◆帯状疱疹予防ワクチン費用に助成は
　帯状疱疹は、子どものときに感染する水疱瘡
のウイルスが原因で起こる皮膚の病気。特に50
代から発症率が高くなり80歳までに約３人に１
人が発症するといわれている。50歳を過ぎたら
帯状疱疹の予防接種が自費で、できるようにな
るが費用は、約8,000円から約41,000円。帯状疱
疹予防ワクチンの接種費用を助成する考えは。
長寿健康部長 帯状疱疹予防ワクチンは、予防接
種法上の任意接種となっており、現在、厚生労働
省において本ワクチンを定期の予防接種で使用
することについて、国内の帯状疱疹の罹患数や
重症例、死亡症例等の疫学状
況並びにワクチンの安全性
や有効性などについて検討
を進めており、当面はこの動
向を注視していく。

通信機器を貸し出す準備も進めている。令和４
年度の早期に全ての学校でオンライン学習がで
きる環境を構築していく。

◆『子供達により良い学びを与えたい』想いはひとつ！
　休校措置や不登校などの児童生徒に対しての
ＩＣＴ利活用方針は。
学校教育部長 やむを得ず登校できない児童生
徒に対しては、埼玉県教育委員会の通知などを
基に、学校と児童生徒をつなぎ、学習の遅れが生
じないよう、オンラインによる学習を進めてい
く。不登校の児童生徒などに対しては、オンライ
ンによる授業風景の配信、ホームルームへの参
加や担任との面談な
ど、社会的な自立に向
けた活用を既に行っ
ている学校の取り組
みを全学校で共有し
活用を図っていく。

行政指導は公正か？財産処分は適正だったか？住民が十分発言できる入曽駅周辺整備事業説明会の開催を！

事業者支援の状況と今後の支援／帯状疱疹予防についてコロナ禍でも学びを止めないで！持続可能な体制整備は急務

田中　寿夫（市民派無所属）猪股　嘉直（日本共産党）

衣川　千代子（日本共産党）笹本　英輔（改進）

中
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より一層の活用を期待しています

▼入曽駅東口を通る車両の多くは通り抜けのため

◆入曽駅東口の車両
　駅前丁字路通過車両数と駅送迎車両数は。
都市建設部長 平成29年度に実施した交通量調
査では、丁字路の流入交通量は、自動車が3,279台
である。また、駅前に乗降のために停車した車両
数は579台である。

◆入曽駅周辺整備事業の債務負担行為の議案
　議決が行われたとのこと。いつの議決か。
都市建設部長 令和元年第４回定例会における
一般会計補正予算（第６号）として、東西自由通
路等整備及び橋上駅舎に伴う鉄道施設の改良に
関し、従前の駅施設の機能を向上するための整
備に要する費用を除く事業費を債務負担行為の
設定として本会議において承認をいただいた。

◆覚書にある周知・説明・理解
　住民と市が話し合える説明会の開催を。
市長 入曽駅周辺整備事業については、大変長い
期間にわたって、歴代の市長、議員や地域住民が
積み重ねてきたものである。本会議においても、
ほぼ全ての会派から入曽駅については早急に改
善をせよという言葉があり、その議員の声は地域
住民の声であり、
大勢の狭山市民の
声である。市とし
て、これまでも皆
さまに説明してき
たし、これからも
説明していきたい
と思っている。

入
曽
停
車
場
線
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路
に

▼入曽停車場線の安全は秋津－新秋津駅間を参考に
その他のテーマ

（参考）川越クレアモール（参考）川越クレアモール
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　一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

そこが聞きたい!! 　　  一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡３月定例会では､11名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の
一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡

一　般　質　問

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

録画配信の
２次元コード

①堀兼地区内のデマンドバス利用については、
１人１回300円の運賃の予定となっているが、
この金額となった経緯は。
②収支率目標を30％とした理由は。
③堀兼地区は令和４年10月を目途に実証運行
を開始予定だが、堀兼地区以外の導入予定は。
市民部長 ①アンケート調査では、地区内の目的
地までの運賃を「100円～ 300円」と回答した方
が最も多かったことや、実証運行にあたって、安
価な運賃で多くの方に利用してもらうことを念
頭に、交通事業者や関係機関との調整を経て、１
人１回300円に設定した。
②デマンドバスは、運行ルートやダイヤを定め
ず、利用者の予約に応じて、ＡＩオンデマンドシ
ステムを活用しながら効率的に運行できること

◆狭山市ＤＸ基本方針の新たな価値創造
①市民向けサービス面において新しい価値創造
の実績は。
②ＤＸ基本方針と第３次狭山市情報化基本計画
との間で、新たな価値創造の位置づけは。

◆「誰ひとり取り残さない福祉」のために
①最も遅れているところに第一に手を伸ばすこ
とに対する見解は。
②「私たちのことを私たち抜きで決めないで」と
いう言葉に対する市の見解は。
市長 ①支援が必要であるにもかかわらずサー
ビスの対象とならない方への対応では、他市に
先駆けトータルサポート推進室を設置し、相談
者から丁寧に聞き取りを行い、市のみならず関
係機関や関係団体とも力を合わせて課題の解決
に向けて取り組んでおり、まさにこのことが、最
も遅れているところに第一に手を伸ばす取り組
みであると考えている。
②当事者参加の重要性を説いたものと理解して
いる。

から、県内の他自治体の例も参考に、収支率の目
標を30％とした。なお、地域交通政策を専門と
し、国土交通省主催の会議のほか、県内複数自治
体の地域公共交通会議の委員を務めている有識
者によると、「収支率30％」という目標値は、地
域公共交通の運営にあたって「合格点」ではある
ものの、達成には、運賃収入だけでは難しく、他
の収入確保策の検討が必要とのことである。
③他地区の導入については、狭山市地域公共会
議において、堀兼地区の取り組み状況を各地区
の関係者とも情報共有を図りながら、「新たな地
域公共交通の導入方針」に沿って検討していく。

　　　　　　 ①マイナンバーカードを使用し
て各種証明書がコンビニで取得できることや、
納付書のバーコードをスマートフォンのアプリ
で読み取ることで、キャッシュレスで納税でき
るといったサービスを実現している。新たな財
務会計システムでは、デジタル化の機能が加わ
り、出先機関の職員が勤務場所を離れることな
く現場で処理が可能となる。
②第３次狭山市情報化基本計画の推進にあたっ
ては、行政サービスの高度化、行政事務の効率
化、地域の課題解決にデジタル技術を活用した

「変革」となるＤＸの意識を持って取り組み、こ
れによりスマート自治体への転換を図ることが
できれば、市民の評価においても、行政内部の評
価においても、新たな価値の創造が実感できる
ものと考えている。

総合政策部長

◆全ての公共施設でバリアフリー化を
　もう少し前倒しして公民館や学校の改修や
建て替えを行うべきであると思うが見解は。
教育長 令和３年度に策定した学校施設長寿命
化計画において、第１期整備スケジュールであ
る12年度までの10年間には大規模改修や建て
替えなどの対象として位置づけている学校も
あることから、順次計画を推進していく。また、 
公共施設再編計画では、学校の改修や建て替え
にあわせて公民館の機能を複合化し、地域の拠
点施設とす
ることが示
されている
ことから、
検討を進め
ていく。

堀兼地区デマンドバス実証運行開始にあたってデジタルトランスフォーメーションにより新たな価値創造を

SＤGsの原則は、社会で問題化している格差をなくすこと

広山　清志（公明党）西塚　和音（はつらつ創造）

高橋ブラクソン久美子（市民派無所属）
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狭山市の目指す17のゴール

その他のテーマ ▼個人への伴走型福祉への取り組み

▼コロナ禍における包括的な支援体制の構築

さやま議会だよりNo.212（令和４年２月発行）掲載内容の訂正とお詫び
　さやま議会だよりNo.212（令和４年２月発行）掲載の「採決結果・賛否が分かれた議案」（Ｐ４）の議案名に一部 
誤りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。正しくは下表のとおりです。

議案番号 （正）議案の名称 （誤）議案の名称

91 狭山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 狭山市事務手数料条例の一部を改正する条例

97 狭山市立山王小学童保育室の指定管理者の指定について 令和３年度狭山市一般会計補正予算（第５号）

ＤＸ基本方針で示す３ステップ

その他のテーマ ▼入曽駅の東西自由通路の位置づけは ▼自由通路整備費は鉄道事業者に求められるか

　令和４年２月24日、ロシア連邦はウクライナへ軍事侵攻を開始した。このことは、国際社会の平和と秩序を著しく
脅かすものであり、断じて容認できない。よって、狭山市議会は、今回のウクライナへの侵攻について、ロシア連邦に対
し、強く抗議する。ついては、日本政府へ下記のとおり厳格かつ迅速な対応を求める。

記
　　１ ロシア連邦に対し、国際社会と連携した制裁措置を含め、これまで以上に厳格かつ毅然とした対応をとること
　　２ ウクライナ在留邦人の保護など、国民の生命と財産の安全を確保すること
　　３ 社会経済への影響を最小限にとどめること
　　４ 食料および医療等人道支援を迅速かつ積極的に実施すること
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣

ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に抗議し、
日本政府へ厳格かつ迅速な対応を求める意見書

議員提出議案第１号



６月定例会の予定６月定例会の予定
6月		 3日㈮　開会、議案説明
	 	 7日㈫　議案質疑
	 	 8日㈬	～	9日㈭　常任委員会
	 13日㈪～15日㈬　一般質問
	 21日㈫　委員長報告、採決、閉会

市議会の活動市議会の活動
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デジタル化推進特別委員会
中間報告

　デジタル化推
進特別委員会は、
次年度以降の議
場や委員会など
の諸会議におけ
るデジタル化推
進の取り組みに
ついて、委員会を開催し協議しました。
　「議場のＷｉ－Ｆｉ環境の整備・ペーパーレ
ス化の推進・データクラウド管理の更なる充
実・向上を図る」ことを念頭に、

①情報端末などを本会議や諸会議に持ち込む
　ことについて
②本会議場や委員会室などの電源配線について
③ペーパーレス議会の推進について
④議会書庫のデジタル化について
⑤議会棟内の通信インフラの整備について
⑥狭山市議会オンライン会議システム運用規
　程などの検討について
⑦周辺機器の準備などその他の事項について

　上記７項目を令和４年度以降に協議してい
くことを確認いたしました。
　デジタル化推進特別委員会では、複雑多様
化する課題に対し、迅速に対応できるよう研
さんを重ねてまいります。

次号の議会だよりは次号の議会だよりは
　　　　８月10日発行です　　　　８月10日発行です

狭山市議会 検索

インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
https://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/
市議会トップページ→右側の動画配信ボタンを
クリック→左側の配信メニューを選択
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 　１周年をむかえた入間川にこにこテラス
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　入間川の河川敷に安らぎと賑わいのスポット「入間川にこにこテ
ラス」がオープンして１年が経過しました。乳幼児向け遊具とワイド
な滑り台やクライミングネットの大型複合遊具、ベビーカーポート
やベンチもあり、魅力的な場所になっています。また、春には約120本
の桜が彩りを添えます。

市議会の傍聴に関するお願い市議会の傍聴に関するお願い
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するため、議場内の傍聴席は半数の２９席
にしています。また、傍聴される際は、マスク
の着用をお願いします。
　なお、本会議の動画を、インターネットで配
信していますので、パソコンやスマートフォ
ンでご覧ください。

土・日曜日、休日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せは議会事務局へ	☎	04-2953-1111 内線 3311
　　　　　　　　　　FAX 	04-2955-2396	

委 員 長 三浦　和也
副委員長 広山　清志
委　　員 田中　寿夫
委　　員 衣川千代子
委　　員 福田　　正
委　　員 千葉　良秋
委　　員 西塚　和音
委　　員 内藤　光雄

表紙の写真


